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はじめに

　オガサワラオオコウモリPteropus pselaphonは、小笠
原諸島唯一の固有哺乳類で（Yoshiyuki, 1989）、同諸島内
では、父島列島、母島列島、硫黄列島（火山列島）に分
布する（黒田 , 1930; 鈴木・稲葉 , 2010）。
　硫黄列島では南硫黄島、硫黄島、北硫黄島で記録があ
る（黒田 , 1940; 石井 , 1982; 蓮尾 , 1969）。国指定天然記
念物（昭和 44年指定）であり、環境省レッドリストでは
絶滅危惧ⅠB類（EN）等に指定され、個体群の小ささから、
近い将来における野生での絶滅が危惧されており、2009
年には種の保存法により国内希少野生動植物種に指定さ
れている。
　有人島を含む小笠原群島（父島列島及び母島列島）の
個体群では、農業被害防除による絡まり事故や、繁殖ね
ぐら域の開発、外来ネズミ類との餌の競合等が生存を脅
かす要因になっている（鈴木・稲葉 , 2010）。
　小笠原群島から180～ 300㎞離れた硫黄列島のオガサ
ワラオオコウモリ（以下オオコウモリ）は、地理的分布上
も重要な個体群である。また、硫黄列島 3島は、島ごと
に、自然環境にも大きな特色を持っている。オオコウモ
リにとっても、これらの生息条件の違いは大変に興味深
い。しかし、定期航路がなく、南北硫黄島は無人島であ
り、硫黄島は一般住民のいない自衛隊のみの基地の島で
あることなどから、オオコウモリの生息情報は限られてお
り、生息実態には不明な点が多かった。本報告では、著
者らによる過去の調査（稲葉 , 2001; Okada et al, 2014; 鈴
木ほか , 2008; 鈴木ほか , 2010; 鈴木ほか , 2012; 鈴木ほか , 
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2014; 鈴木ほか , 2017;鈴木 , 2019; 鈴木ほか , 2019;東京
都環境局 , 2008）から、硫黄列島のオオコウモリのの生
息状況についてレビューする。

生息地としての硫黄 3島の特徴

　南硫黄島は、3.54㎢の非常に小さな島であると同時に、
伊豆諸島～小笠原諸島で最高峰の標高 916 mを有する山
岳島である。また、漂着以外に人の定住記録がなく原生
自然が残る世界的にも希有な海洋島で、オオコウモリに
とっても原生的な生息状態が保存されている。
　北硫黄島は、面積が南硫黄島の約 1.6倍の 5.64㎢で、
同様に標高 792 mを有する山岳島である。南硫黄島と双
子のように相似した島であるが、1900年代の約 50年の入
植期間を経て、自然環境は大きく変容した。オオコウモリ
にとっての、原生の島における一時的な入植が生息状況
に与える影響を観察できる環境となっている。
　硫黄島は最大標高が 161 mと低いが、小笠原諸島最大
の 27.73㎢を誇る。広く平らな島であり、過去に最も栄え
た開拓地であるが、同時に、第二次世界大戦で島全体が
破壊されるほどの改変を受けた島であり、現在の自然環
境のほとんどは、戦争後に再生した二次的自然である。
また、硫黄 3島の中で最も活発な火山活動が見られ、現
在も隆起が続いている。

生息状況

　南硫黄島では過去の調査から、100頭規模の個体群が
確認されている。非常に急峻で、海食崖や崩壊地が発達
し、物理的に植生の被覆可能な面積が限られており、オ
オコウモリの生息許容量も、これまでに確認されている
100頭程度と推定されている。  
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　台風の常襲地域であるため、常に絶滅や大幅減少などの
危険を抱える個体群となっている （表 1）。
　北硫黄島では過去の調査から、数十頭規模が生息すると
推定されている。南硫黄島同様に、海食崖や崩壊地の発
達で、物理的に植生の被覆可能な面積は限られるが、南硫
黄島にはない発達した谷地形と流水環境を持ち、自然環境
の多様性は高い。南硫黄島との単純な面積比からは、少な
くとも 150頭以上、さらに多様な環境条件を加味すれば、
200頭以上が生息していても不思議はない。しかし、現状
は、極めて小規模な生息規模となっている。その要因として
は、入植により移入した外来ネズミ類による影響が考えられ
る （表 1）。
　硫黄島では過去の調査から、数十頭規模の生息と推定さ
れている。戦争によってオオコウモリを含めた自然環境には
深刻なダメージがあったと考えられる。しかし、諸島最大の
平地に、戦後 70年以上が経過して 2次的な自然環境が成
立している条件下においても、生息規模は極端に小さくなっ
ている。この要因としては、現在同島に生息している、外来

ネコ及び外来ネズミ類による影響が考えられる（表 1）。

形態的な特徴

　主要な生息地である小笠原群島では、オオコウモリの体
色は、白銀色、褐色、黄褐色などの毛が混交するが、全体
としては黒色である。硫黄島と北硫黄島の個体群の体色は、
小笠原群島と同じ黒色であるが、南硫黄島の個体群の体色
は明るい赤褐色であった（図 1）。また、南硫黄島では自力
行動できない乳幼獣の体色は黒色であったことから、成獣
で観察される赤褐色は、後天的な変化によることが明らか
になった。南硫黄島個体群の特徴的な体色は、次項で述べ
る 3島の行動特性の違いによるものと考えられる。
　硫黄列島のオオコウモリに共通な外部形態上の特徴のひ
とつに歯牙の著しい摩耗がある（図 2）。小笠原群島では、
高齢個体のみで見られるような激しいすり減り方で、特に南
硫黄島では、まだ若いと思われる成獣でも顕著である。基
本的に餌資源が乏しい硫黄 3島では、まだ堅い未熟な果実
を、積極的に日常利用することが大きな要因と考えられる。

生息域改変 絡まり事故 ネコ(捕食） ネズミ(餌競合）

北硫黄島 数十頭 5.57 1.6 なし なし なし ○

硫黄島 数十頭 23.73 6.7 ○開削 ○ ○ ○

南硫黄島 100頭程度 3.54 1 なし なし なし なし

現在ある生存への脅威

生息規模 面積(㎢) 面積比 人為 外来動物

表 1.　硫黄列島におけるオガサワラオオコウモリの生息規模と脅威 .

　　図１.　オガサワラオオコウモリの島毎の体色の差異 .
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行動的な知見

　オオコウモリ類は夜行性の飛行動物であり、小笠原群島
のオオコウモリも、日中は休息し、夜間活発に活動している。
　硫黄島、北硫黄島の個体群では同様に夜行性動物として
の行動が観察されているが、南硫黄島の個体群では、夜間
行動と共に、日中にも活発な行動が観察された（図 3）。こ
の南硫黄島で顕著な日中行動に伴う日焼けによる脱色によっ
て、黒色の体毛が赤褐色化しているものと考えられる。
　南硫黄島のオオコウモリが日中も活動する理由としては、
限られた餌資源による慢性的な餌不足に加えて、同島の大
繁殖地へ飛来、飛去する、おびただしい海鳥類により、夜
間の飛行時間や行動に制約を受けている可能性が示唆され

ている。
　硫黄列島に特異な飛翔行動として、南硫黄島や北硫黄島
で観察された滑空飛行がある。これは、洋上の山岳島で顕
著な上昇気流や高度差を積極的に利用した全島に及ぶ飛行
方法であり、小笠原群島で観察される滑空とは、頻度、スケー
ルともに全く異なっていた。羽ばたきによる水平移動は極力
行わず、垂直方向の上下動を組み合わせることで、島の隅々
まで最少のエネルギーですばやく到達することを可能にする
移動術となっていた（図 4）。

食性の知見

　これまでオオコウモリでは、31科 42属 105種の植物と昆
虫 1種が餌として記録されている。本種との関係が深いタコ
ノキは、硫黄列島においても果実、花が主要な餌になって
いると考えられる。また、小笠原群島では見えにくい、固有
樹木を積極的に利用する姿も外来種の影響のほとんどない
南硫黄島ではよく観察される。さらに、島の面積が非常に
小さく、植物の多様性が低い南硫黄島では、同一の植物で
も、標高差や斜面方位により、生じる開花、結実状況の多
様性を積極的に利用しているものと考えられた。その代表
種が海岸から山頂部まで生育し資源量の多いタコノキであ
り、同様な餌利用を可能にしているのが、発達した滑空飛
行であると考えられる。
　なお、硫黄列島における新たな知見として、オオタニワタ
リ、オガサワラモクマオ、ススキなどの草本類の葉の利用
が確認された。餌資源及び植物多様性の少ない南北硫黄島
で、餌が不足する時期や台風や干ばつによる植生被害時の
食いつなぎの餌として機能している可能性が考えられる。

遺伝的な知見

　これまでの遺伝的な調査から、硫黄列島のオガサワラオ
オコウモリと、小笠原群島（父島、母島）のオオコウモリは
近年の交流がない独立した集団であり。かつ、硫黄列島内
の 3島でも、ほぼ交流がないことが明らかになった。これは、

　図 2.　島によるオオコウモリの歯の差異（左：摩耗した南硫黄の個体；右：摩耗の少ない父島の個体）.

図 3.　日中に飛行する南硫黄島のオガサワラオオコウモリ .
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小笠原群島から硫黄列島までの移動行動や、遺伝的な交流
が明らかになったアカガシラカラスバト等とはまったく異な
る結果であり、それぞれの小さな島の中だけで、各個体群
が存続しているという、驚くべき結果であった。このことは、
オガサワラオオコウモリは、島毎に保全をしなければならな
いことを示している。

まとめ

　オガサワラオオコウモリは、小笠原諸島に現存する唯一
の固有哺乳類である。その希少性とともに、食植性の飛行
動物として採餌行動を通じて、花粉媒介や種子散布を担う、
小笠原の固有な森林生態系の維持や再生に欠かせない生物
である。
　硫黄列島は、3島 3様の歴史を有し、その結果、特徴の
大きく異なる自然環境を持つに至った。南硫黄島には、原
生自然が残っているため、本来の小笠原の森林生態系にお
けるオオコウモリの役割が保存されている。このため、オオ
コウモリを含む南硫黄島の森林生態系は、今後の小笠原諸
島の森林修復や、生態系再生になくてはならない情報が残
される貴重な場所であり、未来に残す必要がある。
　また、近年の遺伝的な研究から飛行動物であるオガサワ
ラオオコウモリが、島ごとに独立した集団であることが明ら
かになり、島毎の地域個体群の希少性、重要性が更に高く
なっている。硫黄列島は、台風常襲地域で、近年火山活動

も活発化しており安定的な生息環境とは言えず、南硫黄島
を含む各島の個体群は、常に絶滅や激減する危険がある。
中でも、現在数十頭と推定される北硫黄島、硫黄島の個体
群は、ごく近い将来絶滅しても不思議でない極めて厳しい
状況にあり、一刻も早く地域個体群保全の検討が開始され
ることを切望する。
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